
学校番号 3008 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理Ａ 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 新編 地理Ａ（二宮書店） 高等地図帳（二宮書店） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・気候や地形と人々の生活様式との関連を学ぶ。 

・地図に親しみ、地図を読み取る力を養う。 

・地理的条件から世界各国の諸事象を理解し、日本との関連を考える。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・文献、地図、統計など様々な資料を活用し、地理的思考力を培う。 

・現代社会の諸課題を、近現代の日本や世界の動きと結びつけ、地理的観点に立って考察する。 

・日本の状況を地理的条件や世界の国々との関連で理解し、国際社会で主体的に生きる日本国民と

しての自覚と資質を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各国の状況に対する

関心と課題意識を持

ち、意欲的に追究する

とともに、国際社会で

主体的に生き、国家・

社会を形成する日本

国民としての責務を

果たそうとする態度

を身につけている。 

現代社会の諸課題を

地理的観点から考察

し、国際社会の変化を

踏まえて公正な判断

を行い、その原因・過

程・結果を適切に説明

できる。 

世界の地理に関する

文献、地図、統計な

どの資料を収集・分

析し、有用な情報を

選択してまとめるこ

とができる。 

 世界の地理に関す

る基本的な事項を自

然的条件や近現代史

と関連づけて理解

し、その知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

授業態度 

ノート 

レポート 

定期考査 

ノート 

レポート 

発表 

定期考査 

ノート 

レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

自
然
・生
活
・文
化
と
私
た
ち
の
暮
ら
し 

球
面
上
の
世
界 

・地図と地球儀 

・地形と私たちの暮らし 

・気候と私たちの暮らし 

・経済、文化と私たちの暮らし 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:世界の大地形、地球の気候に

対する関心と意識を持ち、各

主題の内容を意欲的に学ん

でいる。 

b:地形や気候の諸事情を地理

的観点に立って考察し、その

原因・過程・結果を説明でき

る。 

c:世界の地形や気候に関する

文献・地図・統計などの資料

を収集・分析し、必要な情報

を選択・整理できる。 

d:地形と気候に関する基本的

な事項を人々の生活と関連

させて理解し、知識として定

着させている。 

定期考査 

ノート 

レポート 

発表 

２
学
期 

世
界
各
地
の
生
活
・文
化 

・東アジア 

・南アジア 

・東南アジア 

・西、中央アジア 

・アフリカ 

・ヨーロッパとロシア 

・アングロ・アメリカ 

・ラテン・アメリカ 

・オセアニア 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:世界各地の生活と文化に対

する関心と課題意識を持ち、

各主題の内容を意欲的に学

んでいる。 

b:世界各地の生活と文化を地

理的観点に立って考察し、そ

の原因・過程・結果を説明で

きる。 

c:世界の生活・文化に関する文

献・地図・統計などの資料を

収集・分析し、必要な情報を

選択・整理できる。 

d:現代の日本に関する基本的

な事項を世界各国の動きと

関連させて理解し、知識とし

て定着している。 

定期考査 

ノート 

レポート 

発表 

３
学
期 

地
球
的
課
題 

生
活
圏
の
諸
課
題 

・人口問題 

・食糧問題 

・居住、都市問題 

・資源、エネルギー問題 

・環境問題 

・日本の自然環境の防災 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a:地球的な諸課題および生活

圏の諸課題に対する関心を

持ち、各主題の内容を意欲的

に学んでいる。 

b:各諸課題について、地球的視

野および地域的視野の両面

から考察し、その原因・過

程・結果・展望を説明できる。 

c:各諸課題に関する文献・地

図・統計などの資料を適切に

収集・分析し、必要な情報を

選択・整理できる。 

d:各諸課題に関する基本的な

事項を考察するために必要

な知識を理解している。 

定期考査 

ノート 

レポート 

発表 

 

 


